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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康デ、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ミ鈴木雪夫、竹内済、

西平重喜＊（代．表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（ホ推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される、

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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丙午 文部有グ！一科字研た責て．I、統計の歴史のようなむ巧

にフいて、青（お活ξフ手・っているわけで’こ’’さ’’います。佐

藤艮一郎先生、今度9・歳差お迎之に㌃りまして、む元気
ケんで’1すガ、う左淳奉・先生（ お言古を同〕3 し7こらば、 づ左蒔・先

I生が’初めて流言すに9ツチなさフ丁・のは、田中寛一先生の

お話が，あって、テストf÷とが、’ Lい意’咳て・1（教育評価と

いえばいいんし’や㌃いかと思います由＼’、 そんなことから
手元言すを・セ台め らナし丁（ と （ 二 と で’しで（。

 臼本で’1ユ青五、科11ちはラフク・リしておリまして、経

済とヵ・、あるいは品賃．管捜というようプ∫方から、日本ρ1

統計砺究右べ拍まフ1二んじ．十ケい’ヵ・と冠フていましたら、

毒文学の万例プく団て’一μ弟一人老¢づ左襟先生がIそう、いラお言古ア三1

っτ（も。lで’すゲら、それじ’ヤ田中先生（お話乏承り丁（し・

と申しまし丁・ら、鈴木先走が’一番いいんで1は・∫いかと・い

ラ仁言者で、 ごよう、同っアこわけて’こ’’ざ’います。

鈴木私、統書す・方は、専門て’はご’ざ’いません。田中元

主《どころでI’、助手がらす．一つと後書丈わりまレて、 いまで『

はこの研究所もお預がソしている。

 これから後、・順を追って申し上げること1こなると思い

ますげれども、田中先生が’教育流言ナ印な方向に研究を進

められア（時期グ、ちょうと＾、私（大学荘学中から助手時

代にヵ’けて．て．’こ’Iさ一’いましア・。

西平 東京文王星粁大学て’こ．一で一1．1ますね・

づ冷水  そうで1す。その当時、 こ’’存じt（よラ’。、東京高等

師範学技が’末三里秤文学1・昇格しまして、1左藤良一師光圭

は、高等師範列方②数学《彦文授†～プア・わけで寸加。

 そめときに、もう／人、心理学勿方て’’、統計に大変熱
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心性由良二といラ先生が’川ましに甲申先生ハ弟
子ごんで、よく．先生。〕家に毛出入リ・暮しそ、おてらく田

中先生の統書す的↑両での庁昨1こ．なっブてのは、づ左藤先生と

礼山良二士んレーやつ一いプろうヵ・。

 依藤先生は、馳枠の数学の方がらで‘ごIさ‘’い王すヵ、ら、

心理学的な方面といラゾは専門’て．ないが．、心王星掌的1こ石可

究されて（もの左統計的に処三里するときにお手伝いをゴれ

τて。 てれヵ・らますて、丸山農二．さんは心理学名て’．こI一ざ’し1ま

すのて．’、そめ方面で’先生のお手伝いをしな州ら、ちょう

と．’、佐藤先生との柄渡し玄しアてといラよ5ケ形に㍗るん

し’やないク＼と、思・し・ます十｝。

 いまお手元に差レ上げましア・のは、これは日本’じ理学

会自身というより毛、城戸幡太師先生の82歳のおネ見いと

いうことて．’、日本川し王星学を回顧する意咳てI’1全柔的な

≠勿、ノ岡（I {にまとまると思いますむ・1、マれ（縞桑バ

進めら一れておリます。て（中で＼．．私・ちょうと．’「心王里宇

先宰老つ人と業績・といラ項で．こ（田中覚一先生ノ／こと

をまと州｝が’これで■す。

 こ，れをこ’’らんいアニァ｛’三ますヒ・先生ヒ統計学とη関係

が、概略おわガリにすると思いますけれと．．も、先に、こII

く大ゴっばに申し上げ’ておきますと、田中先生か・お生ま

れにケフブ・のカ＼’／ξ82年。それから、帥歳で’工’七く㌃りに

なプアてわけて’’ここ’’います。先生は、高等師範学校を．去ら

れてから1松本亦太師といラ心王堅学め文先輩というφ・、

日本列心理宇の基礎を築いア・方ケんで寸けれど’’も、ての

弟子に当ブこります。 乗東高等師範学校から京都帝国大1字

べ、 てして束穴（文学院で’勉強さナし、学界への功、積も井

引1あリましτ・。
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 ネ上ノ外的には、考文育測定といララ干うで’子た書ナ学を耳又ソ人ナし・、

教育《科学化ということに大変力を入れましそ、そ札へ

今日も広く使われている田中弐テ又←を生み出す原動力
1こ↑ フ て お ソ、 て のコ1力芦貢で’、 文化功労賞一毛 も ら フ て い る

という’ことで’こ一’さ’一います、

 先生《研究1ま、この一生差通じ’て見ますと、2っ巧時

其月に分けられるようです．そ（最初の時期は、大正年代

ヵ＼ら昭和（ネ刀期にかけての心理宇（基礎的、あるいは実

験心王星学的な珂究φ時代㌃んで一すね。学位諭文毛「心的

作動、に関する毛4てI一しTl。忠版ネ土（方て‘’「動作。し’や

ケいガといっていますけれど’毛、その当時つ言葉て’’「心

的作動。と1 謳ｶが’石づ’け†二毛勿で一す。こ・れは、能率とヵ・

疫れカ・・1う．七バ、いろいう実験的に研究されアで毛の
で“こ．’ゴいます。これはネ刀期（代表的ケ著作で’ご’ご．’います。

 ひ研究べて．め、ボ／7スフオード大学に留学しブ・巧
ですが’、低圧突験室で．一《実験のときに、助手が・操作を誤

ノて急に気ノ王．差変化ざ寸†て．τ二めに、気絶をして、そ（と

きい恥鼓膜を破フてしまプアてということで’、それ以後
先生1よ難聴で．’．柿に悩まされllわけでIす。

 り方・突騎的ケ研究が’一通J／済んだというか、そ・

後、統計的㌃方向1こす’っと変わられていくわけて’すね。

ひ統計というのは、純粋続計学で吋／レて・教育の
づ則において争売言す差 いかに孝リ用 して い く か、 ラ舌弔 して ㌧・く

力・。いわば、それによって厳育つ科学化、一郎見化を図っ

ていく。ぜひそうし！5ければ8本の激育が’あくれるとい

う考え方から、・・925年に『旅育’的ラ則定学J、／928年に『放

有的統計法』、こ水は．非常に広く活司され仁者着てmご’さ’Iい

ま寸が・、ムそらくE本て・、ごういつアζ1則定学ピカ・放育的
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統計1れいうことで外最初4本て1は㌃がフ、．たヵ・ヒ忍いま

す。 ここらは、放育の面1二統計をと・いうことて’’、そ（普

及のτこめに二の本を書ヵ・外ア・わけて’’す。そ（後、わが’国

て’I 煦鼕ｾ悔、エパーリュェーション（方面でI統計宇を取ソ入

れていくということにケンます巧で’、老生1よて《方面て’’

先菊更をつけ丁。といえるて‘’しよラ。

 テスト（方て’’代表的な七ザは、∵三の研究戸生が’その一後’麦

継いて‘’いるんて’Iすけれど一毛、1つは、2枚目列市ご’う1こ

ありますような「回中5式」という検査が・こI．ざ’います、

こ十〕まちょうど’私（宇生時代にでき上が一うブ＝；しのて．’、わ

れ．．われもた・手伝いしア（んで’’すが’、佼来あっブニテ又トは「ビ

ネー式」という、二I’存し・の、言葉差使・て反応するとい

う二とによフて見ていく毛勿て“しすご．これブ～と国誇が・逢

うと比較で．きケいということから、 万国に共通（菱文学、

図吊、符号といブトような毛のを伎フて、アてア～インスト

ラ7ションさえそハ図。1言葉で’与．えれば’公平に応享定が’て’’

きる．・て．■ズ

 そ（目的は、月本（民放が’知能的にどういう位量にお
る一 A｛’ ?､ヵ＼といラ こと暮天口るア：あ墓こやっτて毛勿で’、 三ナし

を才勇え．てアメリカそ（化タド国にも払がけて貫粁差得まし

ア1．そ（整三里列アニめ数人（助手を研究室でそ（仁めに何

年も使フてや一っておソ、われわれ学生もお手伝いをしブ・
も（’ ﾄ’’ ｷ。と十がく彰文㌃研究をなざっ†・わけて1す。

 その結果は、・日本人はいず．れハ場谷1こムいて毛最優秀

て一’ある、こういう詰諭が、主アニわけて’すね。終戦後は、こ

れはおそら＜富本（戟予に協カレ、．いわゆる神が’がリ的

にE本人をする丁て州・作るしアても勿で1はないかといラ展
い差持了・れて、一私グ助手時代に白H Q（調査き受け才・こ’
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とが’あるんで’ ｷ。 てれて’私など．一、賀粁を出しまして、 こ

（ヒおソ計算の間室いはないという二とて’’、これは別に

問題1よながフfてんで一’すけれビ1毛、とにかくそれによって

諸民族・心事比較研㍗し1・州’「文理科木学紀要・の

おそらく2000ぺ一ジI．くへらいにわr・って勿大づ叶になフてお

るわけて’す。

 こ（とさに、いままで“（吉いビ’ネー検査という川ユ、

本体年齢尺度というう＼知能指紋（工Q）←いうが・年

齢を基単にレたあらわし方をしていア川に、このテスト
て‘一は、流言†1亥て・、いラ「下スコ了一の方式を初めて耳又リ入

れア（わけで’す、了メソカ4マッコールーが、「下スコア」、が’

大1変便利て’’あるという勿て’、そ与しを取リ入れることにし

丁ニハて’す。しがしあ一れをそ（ままア三’ヒ、シ7∵マでI分けて

！・って、マイナスが’出る言†算に㌃るわけて．’すね。ど’うも

了イすスという（1ヰ、人間《能力墓はかる表現としては

まずIい．何ヵ・方法1けいがヒいうのて’’、これはおそらく、

先はピ中し上け’ gた十・佐藤先生なピが’相譲相手になフ

て、マッコー）レ（方式’に夕0隻アラスする二とによフてマ

イ寸スが’ケ・〈ケるよラにするという新しい計算法、いユ

（偏査値法墓考案レ、ごめ検査列結果り表示に使われ7ζ
も（で．す。

 1れは神に合三里的て’あ／、偏差個ならば1知能に限

らす．’、体格であろラと子力であろうと、みんヶ月し．レベ’

）レで比較が’て．Iさるという4て”、現在て“は月本めテスト勿

主流産出あておるといラも（て川ごIご．一いゴす。 これが’先生

の、ます．一具体的性ちて．’あ一番大きヶエカ漬て’はケガっアニが

と思います。

 「下スコ了」については、先生立めぐフて（エ仁θソー
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ドが’あソます。マッコ．一ルが「下スコ了」一といラ方式を

考えア・ときに、㌘ぜ丁丁スコアJと．日子んブ三’か、「了ツヨ’

ル方式Jといわケかっアニが。こナ〕よ結局、アメリカ（統

書†学ハ先笠に、ソーンタ｝イ7ヒ9一マンという2人勿丁

のフく学名が・おフて、 これが・マッコール勿師というハ、

先輩に当たる，てれて1、ニハ2人（名前墓冠して「T
スコア」ヒ呼んア～と聞いています。

 てれで、いまヵ・ら20年はビ’前にS P S （スチゴデ．ソト・

バーソネル’サ・ビ’ス）という学生相等め講習会が’あリ

まレて、アメリカグら、その並《著名な掌老が’何人ヵ’参
らナしましアニ． そ列 と きにき売言†学の方一て’ムいて‘’1：なフた勾

一1よ、ウィスコンシン大学～レデシリという方てI’す。ての

）レデシソさんと田中先生を交えて、私ピ毛、浅草て’’雀欠迎

会を開いブ（ことが’あるんて一す。ル子．一ラゾ自身’も四中先年

ハ「田中5式」そ（佃、統書†に閃する研究や、諸民族4
比較石刃究なビ’先生（業績1まナ×リ．力にも知られておりま

パ1パ…、合フたこと主文麦喜び｝まし7二、
 そ’・席での話て・・すが・、彼ばこラいっ1・いです。これ

力・．ら’帰って学生に講義とするときに1ま、「丁・スコ了」 とい

う名手ネは・ 9一マンとソーン9I’イフと・ そ十しにもう！人、

’日本＾ド’77一田中、この3先生勿丁から取っアニ毛のだ’

と話レますと、大麦機知に冨んドジョー7を飛ばしまし
て二。これには先生ポうれしそうに笑・て．いましアニ．・（笑）

 いずれにいアてしまレても、 マッコ二ル勿「Tスコ了理

論、が・もとに㌃フて偏奏値という毛列が’生まれ、そ（偏

差恒を生み出して〃が’、日本て’’は田中・先生とい・フてよろ

しい』思うんて’すれ．。、これは、 国体弐検査て’こ．’ざ’いユす。

 も5ノブ（テ又Iトの方て’’は、ヒ’’ネー式の改訂、この研
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究所が’いまもてれ差引き継いて’いろんですけれど’も、者

時は先生が、文理孝千大学巧放授てI’あリましτ（ので＼ そこに

考文育相談都というのをフくリ貝しアこ．∴そ（教育相談却に

若し・1し王星学名ヵ“20石三丘 く 毛僅クし・て ム っ ブ（て’’し J：う 。 ラ皮多

野貴治こんとヵ・、亡くなフr（後藤岩男氏とが・1・見山茱一

氏ケと・’も人って一いましア1。そ1て’相談所の／士享として、

ビネー1亥（改訂作業をやっブ・わけでご’二‘’1・ます。日本で．

・最初に大が・かクなビネー式（日本版を1フくフブ。引よ、鈴

木ラ台太言戸さんで一すが’、 それがらづ百十年かτ二って田中先生

が大改言下をい｝が・、現行⑦’「因中ひ1わ一式、といわ牝

ているもので㌧す。

 それらを初めとい丁・しまして、田中先生はそのほか、

健康、体力、体育ピいっ仁い、それから目宇閃ノ題など一’

にも3集いア到心を辛子フておらナしましア（。 その貢孝十（25ぺ一

ゾ（方にありますように、いろいろそラいう方面て’’巧天

駅をし・ケが’ら・てれを統計的に処理をし7いうんケ平謝

を提起しました。ア・とえは’健康度といラような毛勿も、

身長、1本重、そ＾他（いうん㌃ファクターを入れまして、

それを壌丈量化する方式1を発表しています。

 そ九がら、「母！麦の一生・仕季rl’、・といフて子をっけら

れましブこのが・、知的優秀児の研究て’す。知能検査によフ

て、特別に最上級にある子供たちを抽出し、Iビういラ家

産で生まれ、ど’ういラ特徴左持フておるヵ・ということを

分析し・何回か学会発表い1・し、まし1・が・ま㍑戎いア1

レまセんうちにお亡くケリに㌃リまレアニ。いまこ巧研究
前が，そ（後・を縫いてII、研究を続けているとこうて’1す。

 文体、先生ω生涯の研究は、前期が心理．学の基礎的㌃

研究、律期になリまレて、これは文喪科大学の散覆にケ
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られ丁こ二ろからで・こ’’ざいますけれどIも、率育統計学的ケ

方剛1専念されブてといフてよいでし・よラ。

 十ド、イキ“リスに宵掌されましたが’、統計学の勉強ピ

と’’のよラにされい’については．、ク）ポリお亭左聞いたこ

とが’ないんて1すけれと’’も、スピ了てンという人が’おソま

すね。スピ了マニ先生・といラニとはよくいわ牝ておリま

し†〈、ということは、スビ了マンさん句ところで’’兎包残’さ

れ†（盲買付表さんという先生とグ関係ヵ’らも推測ごれま

す。名古渥高商がら広島文学を経て、E本文学の萩授て“

お亡くケリに〃フブ・んで．すが、これは先生の親友で．．もあ

リまして、統計学を専門におやリにケっア・方で．す。τ｛グ

ら、向こうで．’は、おそらくスビ了マ・ンごんあたリが’一番

親しい方し1半㌘がプア・が。

西早 佐藤先生のお話で’も、そのようて・こ’’ざIいます。

・鈴木  大体こラいっτ（ところが．、大さI’っ一はな先生4経歴

で一こ’’さ’一います。

西早 いま、ちょうピお話に出まレア（ので’’、吉賀先生の
こと’

ﾍ鈴木先生、何ヵ’……。

鈴木 吉賀先生については、国中先生の親友ということ
もあ／、月本心王星学会・会長もされましす・ので’・親←く

させていナイきましアて。私八大学時代に非常勤講師とし
ておいて一’に㌃フて、講義を聞い†てことが’ご’ざ’います。

 吉賀先生が・心王星掌界に文案欠きケ足跡を残され．たのは、

因子体析を心王星掌州究に導入、普．反しすくことでしょう．

いま、因子か析という勿はご’く昔通パことにケフてい3

すけれピも、当時としては珍レく、その方ハ先覚老ピと
思ラんで’すね。

 古賀先生は初め二名古屋高高径済学郡て’’経済学をやフ
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て、’ ｻれ0普Eら大学で’心王里宇をおやりにケーブ ア（んLですね。

て’’ ｷがら、初めは謡斉統書十のようなことをやられて、そ

れから経済心王星、因チ分析へと進まれブ・ように思います。

酉平戦争中の因子分析っすこいい1士事というのは、枚固

稔さんに実1は毛ラL話を伺いまし仁。

 あとビネーの、何ヵ・辛4もちよフとはフきリ党えてケい

んて’すけれと’’、初め4こうというが、昔労請みたいなの

を何かで’．読んア｛’よラな気が’するんで’すが＼矢口能検査とへ

こういうよう㌃毛のはなガい・王星解されない。あんなも

のて’知能が’わ汐・るかというよう㌃お語ヵ・’、さっヒいろい

ろあったんし’や㌃い力・と思ラーんで’’こI’ゴいますけれと’’も。

鈴木 確かにそうて’一こ．一こ．Iいまして、先生もよくわれわれ

に愚痴をこぽ’しておられア。ことか・・ムるんて’．す．というの

は、符に文東亜戦争（始まるころにゲクますと、こうい

ラ知能検査なんかをやフて、桟械的に大御室勾1則定をす

るという考えが’けレがらめと一いフた大臣もいア1例て一Iす。

いわゆる皇軍といラ意識て’すね。

西平 天皇の軍隊て一’すわ。

鈴木 あれで’’すよ。「一斤勿べ一パーで’そラいラ老巧徒カ

をはかろうというのは井国民τ三’。というわけで“す。「ど’ラ

もいま②文臣、 わヵ・らぬので■困る、 ということはいって

おリまレたんで、相当な圧力←いうか、非難1もあフチ：よ

うで1す。しがレ、先生（開発、普及された心王星テストは、

その伝g心王星学的研究の上てI’毛、・持に放育の面て”非常に

大さケ貢献茎し†・と、思います。世界で．’はア×リ1カが’、ご’

存し㌦ように、この面で最毛追んで’いますが．、それに続

いては日本あトりが・．広く普及レている国ア～と思います。．

西平 いまお話あソましア；軍隊勿方で．、アてと之ば’適壮検
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査とが㌧そういうよラ㌃：とは固守先生．ド……。

鈴木  これはやられブ1んですよ。 そラいう二とをいラ大

更もあソまし仁けれど七、し・かレ軍としては、何として

も宍隊（適正配置その他で．’能率左上げ、強之しなければI

ならケいわけです。この賃料にも書いてぢきましrてけれ。
と川 ﾑ、先生は欠字を出ら札て両等師範の放授にケフたこ
ろに、海軍の嘱託に・いているんて’一すね。 ・  ’、

酉平資料の22ぺ一ジIl／枚目の左側。

鈴木 海軍省のほグ、逓信省、航空研究所ケと・1勿嘱託に

毛なられましす・。それ～、電信符号勿研究、ムるいは
作業能率をいかに高めるφ＼教育効果生いが’上げ’るガ

ということ。1刷究。・それφ・ら、これは著作には㌃フてお

ソませんけれヒ．’も、陸軍《方てI．も．、八研といわれまし仁

第ノ＼研究所、あそこなんかでも、先生（知能検査ケと・1を

やリま一レて、兵隊の適正配置へ．の資料づ．〈リ差しましブ（。

実際にテストをやる（はわれわれでしT｛ので’’、こ㌧諸に

参りました。

 そ九がら、これは終戦並いころて’’すけれど毛、目、黒に

あリまし†てラ毎軍（技術研究所、あそこが・学者動員をいアて

レましす・が＼それに毛参ヵ9しています。科ヶピは一番（

若輩で’し仁が’、心理学者て’は、先生・②ほら・武政太郎、宮

城音抹など’’（方乏、そ（化ネ立会学岩て’は清水幾太郎氏・

暫掌関隊で’は全子武蔵ご・ん．など．’が・おられ仁ことを記／映し

ています。

酉羊 末子茜先生なんが・・一．

鈴木  そうで’す。乗手宙さんゲ中佐ぐ・らいで’’、みハとき

の心理班（長†～っす二んですね。兼子商さんが’そういう人

を集＾てやったような形て’’しょう。これは恭子宮さんに
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聞けばし一番．よくわいるて’．しょう。

西平 伺いましア・。

・鈴木 そうで’すが。あそこで．’は、国内的には、国民の戦

闘意識とか戦災．老（心王星㌃と’’（研究をレ、他方、アメリ

カ側（軍隊巧士気をいかに碑喪させるヵ・、あるいは、暗

号（解読とかということ茎学名グルーアて’一わたわけて’’

す。終戦。1詔勅もあそこて．’田中先生どこn一緒に聞きまし
r二。

西平 ローマ字といいますヒ、トとえば、例（コネ7シ

∋ンとがなんとカ＼ああいうようケ問題・・一。

鈴木 ローマ字は、突は固宇問題としてとら之てなりま
レて、石本て・’のほとんど’の子供の苦労が，、あ（あす1かし

い漢字を覚えると．いうことに精力墓使われている、これ

は月本．の大きな損失六｛’といラ者え方差先生は持っておっ

トわけて｝す。それで．’、ローマ字’ならば．、ああいう昔労を

させなくて毛斉む。そパψ（突騎データを出そうとい
うので、ヵ・など0一マ字の比較研究とが、ローIマ字⑦表

記法（研究とか手が’けておられます。私自身毛そういラ

・もの差一邦担当レ・、学会発表をレ仁こと七こいさ‘’います。

けμ一も、国字という大きな問題伽で’、．当然反対論毛

あリーましす二。しが・し、先生は文変信念を持フておられ、

講習会なビ河が会合が’あると、きょうは開会（兵いさつ
τ三1けを←お願いして毛、後には必ず’、日本はローマ宇茎

使わケければダメブ～、ローマ字’を国字にするべきナ｛一とい

うことと、方1動者のストライキが’国を滅ぼす、 これだけ

はむすIつげカロえたもので“すよ。（笑）

 先生は、文体経歴がらいうと、師範学校を虫て、’高等
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師範は英丈科をやられτ・んで’．す。実は私も．経歴ゲ似てい

るんて’’すけ札とも、当時英語差やフ．て心王星学をやパ・人

は欠かいるんて’’すが’、大体、英語とが国語をやるのμ、

敏字が・苦手のが多がった毛4です。（笑）先生1まピうレて

こういラ数学白ラ、統書ナ的㌃方向に足差突フ止まれたブ～ろ
’う’

ｪ。こラしてパィオー二丁的ケ作事をされブ・のには、ビ

んケさっがけが・あっすωだろうグ、と・うもは．づきリレま

せん。実験心理学でも大変歓恵ケ仕事をしています4てし

もヒもとそφ方（能力に恵まれていアニ勿で’しょう。一先生

（次男て’’田中英彦君という、二．この副所長茎している生

三里学者が’おります。われわれが・文学生時代、彼は†学生

て’’、よく毎晩（ように／左藤先生、た山先生れ．’と数字を

いろいろいし’くリ国して・は言奏言翁し．ている二とは見ていて＝’

ので咽きましたが’、ど’うもわガらないといフていましアて，

酉干 因中先生（場合は、了（とえぱブ～んブ～ん後て‘’、私・

素人て’一あれで’’すけれと’’も、ロー）レシャッハとがT＝ATと

が、．いろん㌃新し1・プPジェ7ティブ．・テ7ニックでIす

か、そういうようケこヒが・人フてきブニーようで’’すけれど、

そラいラことにっいてはこ‘’関1Cは・・・… ？

鈴木 先生は、。それは臨床心王堅学勿か野て’’ご’ざ一いますけ

れピも、そこまで’は手を戸げ’ケがフプこて’’すれ。インベ．ン
1－I Oによる性格検査は・つくIっ’て㌧一・ますバ。．しかし、実

際に日本てI’一国立大学下’徹宵相護所を設けナ・州ま文理秤

文学が’初めてで‘’あリ．、そこで’．表く所長としてづ士李をしま

しr＝ハで’、わバ国臨床心王星学の上で’（功績毛見逃せケい

で’しょう。そこで．1は、いろいろ戸司．題児が・来まして診断、

桶等をしました。当時はまだプPジ．エク子うブI・子7ニ

ン7㌃と∴ヒいラ毛（が’月本てI’ Cそれほど．普及レてい革セん
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けれヒ・’も、中に1享それを試みす・老毛いまし1てが’、異を唱

えるといっ仁一こ・とはケガ・ったですね。

 ア・†｛’、心王星剃定ということについては非常に信念を埼

フてムられましτ・ね。先にも申しましアニように㌧当時の

大臣が・、皇軍（子供を測定とは何事が、それからまト、

人間勿精神ケんという毛勿が・テストて’’さる・がと非難し7・

ので’すが’、いや、タドにあらわれる、丁二とえは1、人間の運

動て・・あううと力量で’ある’うと、そういラ・も列と同じ’よう

に、内側にあるものでも、方ラ麦ピもフですれば’必す’1則正

し、数量化できるという一のが一絶えず．いわれ木二とて’’しア・

がら1知能す三’けて’’はケくして、性格とが道徳ケと・・（検査

も手がけられましト。
 そ（ほわ＼習字ヒか図画とが、そういう毛のを教師が1

主観てI甲乙丙をフげるのは不合三里ア｛’という（て．＼そ・ぺ二

あ（評偶（基準化も工夫しまし㌧小学校／耳ドとこの
ネ呈度㌃らばI阿、崇、というモデル差設定レて基準をフ〈リ、

ズ子リもレましアニ．．そういラ。こヒを次から次ヘヤられアてん．

て・Iすね。発想は、少して’’毛主観を才非して、考文盲を手子学的

㌘毛（にしていき←いということなんで一すね。

丙平  「田中B戎、というテスト毛、多グ変化はしたん’

ブとは思うんて・1すけれど1毛、一フ＜るのに大体例阜く＾い・

グかフ・
Aニえて．．す去・．

鈴木 「田中B式、の正確ケ研究経過は、はしが’きに書

いてあると用いますけれと．’毛、．！シケくと毛」数年、6年ヵ・

7年州・フています。

 これはτ田中びね一JI0方で’すが＼フい先こ’Iう、とい

いまして七、昭和42～43年に大改訂をした．日本版がで’’

．きてすで□に20千の歳月．を干至ているというこ一と．く㌧全面的
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改言下に名手し・アζの、でIすが・、、そ（法定立して、からで’5上が・

るまで．’に6年が二・7年かヵ・っています．。一ヲ文言下（’ m享は阿亀
（孝之育ネ日該テ市で’亭志動員て’㌧やリまし仁からよく覚えていま

す。、

 それとほビーんビ・並行してか、ちょフと前に、おそらく

肋1・’ N1・1るか’ 逡??P1着手し、て・・！上が・l1川1ダニ・

年後だフたと思います。     ．

 文部有の研究貴並ぴト、あ（当時は大学て’’もカ＼ケリの

援助左したんし一ヤないで’しょうガわ。いまのわれわれ（
ヨ寺代と二室いまして   ネ4は先生《月詫トを耳又リにオ了っ†・ん

で’すけれビも、月給が’200円．．というと、そのほカ・に講左

手当といラのが・、’ ﾙとんビ月給ぐらい入っているんて’・す

ね。そラいラ時代で、すから、研究貴毛がなソ豊富ブ～プア（

んで．’しょうね。先生の研究室は、 この部屋勿倍くらIいあ

リまし丁てが’、 そこで’’学時十妻丈人（了ルパーイト頂方子舌＼’毎日

計算茎しておっブ・んです。そ（資相オ壁いっげいにうす．’

高く．積まれておリましアニ。

西平 標準化しτ・リ々んがするときは、対象は生！走・・・…？

鈴本 そうで’す。各浅当年齢、大体木学校から、「B弐■
のような毛ので・・こ’’ざ’いますと、文人て’毛て’’きるわけτ’す。

τ～ガダ標率といラ毛川辛、一年齢にカ’かわり㌃レに知能

，壱、で良していきま、すが・、・ト学生がら！7歳まで．’、成人には

／7歳を車周します。当時は、見本。取リ方、誤差の検定

ケど一毛いまほビ追んで．’いまでんがら、ます可能ケ服リす

ソフ。ル圭多くして・時パて．す．ですから、各歳ご’とに、お

そらく何千名というサシブψル差もフて行われたと思い夏
す．

．西．干、、子供一1．文字枚や何がで’あれですけれど、／タん・4、欠
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んム人は大変一て∴1ご’Iざ’1い1まナお’。

鈴木 これ毛文体、高等学校とが、学校し’や”きIやとて」

もできませんね二Iほとんピ学校で．1ご’ざい’ますね。いまで“

ばこラしト実験は㌃グなグ大童で‘すよ。。組合ケと・’の反発

が■あソまし一で、ケが．な士引さ受けてくれケいんで’すね。

当時は、こういうI ﾌい先生の被験校に星はれ’?oブI ﾞし

ろ名誉（よラに考えてくれまして、われわれ検査に行き
よしても大変歓迎され、夕食まで’’こ’’ちそラに今フてとい

ラようケ時代て’ご一ざ’いましアニ．（笑）いまは頭を下げ’て、

ようやぐお願・いをして、一一、定②謝ネしも しなければ、なツ

ケか引さ受けてくれません。

 それから、統書すケん士・も、いま4ような足利な言†一算機

もご’ざ’いまセんがら、そろばんでやっているわけて一すよ。

そうすると、いういろ間違いセ起こリましたリ、助手（
人r二らが・万、『追えると、「君、これをひとっやリ直してみ土

くれ、㌃んていわれます。 こちらは学生で’すがら、いわ

れると、大変名誉ト孝之て、手弁当て’．一生懸命やっブて毛

ので・ごでいます。時代は変わらた。いまは「先生、幾ら

＜れますが」。（笑）

西平 「5式1。なんがですと、それこて間際幻灯し鮫と
い．うときには、日本で．．．フく一っトも列をそ（ま、ま持フてい

く、そラいラどころで．’．毛やフてみブ（毛のを一・・・…。

鈴木 原型は日本’のしままで、アニ†三’一、インストラ7ション

はその団の言葉で’します。あべ研究では了メリカ州’主て’

しτ・。1＼ワイが’1っひ舞台に㌃リまして、兵そこは谷国

（民族が’ムるといフごとで．＼そφ2世差中心に・それダ
らア．×’リガ本土の方て’は．、ロサンゼルス、シア←1レ戸5と’’

幾っヵ・（大郡市を、中心に、、そ1；の子供に上つ㌧一ゾ行I∴’、．阜し
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十’。1そへ加究ム詳細が1’大学紀要に幸艮告さ牝ていますが∵、

日本人（子供わぺ、アン7”ローザ7ソン．家その佗と比’べて・、

最も高い’，吉、をとフていたの、て．’す．

 日本イ、子供（知的優秀壮にフいては、）・＼ワイ大学（心

理学の先生て・レアニヵ＼異議ヵべあるといフブ。そうで’’す。正

式の学問上1ム論争ではながフ仁んで□すけれど・も、日本と

いう日は束1千（変わっ†・国で．’、最女優秀プ∫者ア～け差タド国

に化すんア｛I、ほヵ・（固は、そこで“食いばく’’れτ・ような老

を志すんて“、もともと親（能力が’笠ラんブといラような

ことをいファ・わけてへす。毛生、1画でも飲んだ1ときに、「て

んなく∵ら！支’ラなことかllある汐＼、とよく’㌧、っ・ていましブ．（。

それで’’はという4て’、向こラ巧賀刺と日本て’サンプルを

とプア（もの と を比べ・でみて、イ町ら有意の左はない。 これ

で’ハ．ワイに行フているのも日本（早均的㌃者だ．というこ

とが’わゲIっアー，弐す’丁～と、よくわれわれに話した毛（て’す

西半 そういラ時代ということも・1つあるヵ・もしれまセ

んけれビ、わ．リあいに順調にすmフと石可究が’完成されて、；

実用化ということトいっプごんで’一しょうね、

鈴末 そういう，キ、て’一は大文・恵まれていブ・と思いますね。

研究は徹底してやれましア（。1つの毛のをフくるのに数
年かかラて÷れる時代た’プアてこともあリましょうが・、そ

れ吋に・1の検査は1つ舳やべといラ信頼と触
が、認めら」 黶A一種のネーム・バソディテr．が出てきま
レて、同じ’テストをやるの㌃ら田中式丁～ということに定
評が’っ1プーられアニわけて”すれ．．実：ばこ列研究所もそ勿おノ・

げ’で’、 そナしほと．’1董：イ云レテ5く て も、 こ こ て．’つく っ た毛のが’

買っていトた’’ｯる、づ吏フてい壮丁三けるんプ’という、3、うに

思一フ．て、ド．ま」．す。先生白牙毛、大体そういパでくnあいに研
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．究’Iはうまぺ進、み、ま1し一ブニIし．1’社I冬臼1に1も認ハられて、一文1化

工力労賞をも一’らら’れア・と’いうことて’’ご’」5∵います。．

西干 研究自身’の秦表論文や阿ヵ・の裏づ1けはあれて■すけ

れ！・ずフと普、反するき一がけとIl＼マ1いうこ．とは徐

マにやフiプリ…．…。．」

・鈴木 時期が、’あ0る竜’味で’は‘恵まれて’工って、日本（放

育が’毛ラ少し科学則1ケらなければならないとい’う機運
が’ oているところへ、ちょうど’先生の・あれが・出ていフだ

というような9イミ・シグ（問題もあるんて’’すね。い’ ﾜだ’

’と1・1さん州舶舳／ま’ Dして、いろんな附I oてお
りますか・ら、ある人勿毛ぺ1けが’際立フてということ1亨
むす．一がしいんですけれ．ど’も、そのころは、文中粁大学が・

教育界（大本山といわれてあ’つましア、そこ巧先生が’、

そこで’．フぐつブ・も（プといラことにケリますから、テ又
トを’ ﾌ売する業者も文変宜恒はしゃすがフブてんで、すれ。

てれて’、先生のフくフたものを幾フカ・（大版社が・亮らセ

でくナしと㌧・うことにもつ一ツ、全巨〕白ラに普及してし、っブニと

いうご』て’’すね。            ・
 て’’すがら、いま．て’毛て’’ご．ざ’いますけれと’’も、学会発表

の後て’いろいう知能研究、あるいは優秀児、精神薄弱児
ケどI（研究をするときに、「田’ ?ﾀ式、、兵るいは「田市ぴ・

ね一・を僅’ Pて’A、そ．・点、教によ一らト応す・プ！レーをとる、

それをもとにして研究をする1といラ学名が井牽に多ヵ・フ

τ・わけて’すね。

両県 何ヵ・、コントトルの一番基礎に使われているよ
う一て’’すね。

鈴木 基礎に使われている。ほか．の方が・テストをフ之る

ときにも．一田中．弐’、ヒ．の神．関をと．リまし一．て．、．．あのテストと．そ

           山1？一・    、   ∴∴∴I
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ラ狙いが’．㌃いよという・ことで1・一・。

丙午 バ’リティテ／一なんてい一うと．きに、てれ一が’……。

飲木 ／フ（重等なみピにケフていたわけて’一す．

西平 これから尭はビラいラ展望といいますか、先生列

ああいうテストを・…∴。

・鈴木 テス1一による結果はもちう4絶対的な毛・（とぽ考

えまセんが・、子供（研え、放育や人格治療など1で大いに

役立フてき†二し、今後も重要ケ役害りリを采ブニし得ると思

います。いまヤテスト作成勿三里I_、’搆v学的研究毛一進歩

しましr二ので．’、それに基づ’いて、今後は、、テスト自体ピ

んビん研究を・1渠めていがケければ戸∫リまヤん。日本はテ

ストの利周に関しては、先ほど’中レ上げτてように、先皇

国です。それにょフて（研究が’す．い、3こん行われて＾リま

す．私どもの研究所毛それが■っ（使命て’ご’さ’’いますの
で、正見劣÷のテスト勿バ・リテ・イチイ。一！5ソづ言茅員虐なソ、そ

ラ1－1う毛0iを一層高めていく努力をするとと毛に・新し

い令頁域こ（開発ろ怠フてはならないと思フています、 現在

もそ（方向て’、文卸省¢朋究助成黄を老い丁二す～いて、若

い人仁ちが’橋ヵ約11実験研究を追払っ？あるとこうです。

 一時に日本q放育界で1は非常にブこくさん伎わIれています。
こn Eレ（ように一指導要飾？一中に・知能校査！5と“は最低

やるべ’き斗のという位置づ’けが’されておリますから、最

も基礎的なものとして、ユす’知能検査を実施レ、楕尋に

役立てよ一､と一しています。その上て’’掌カ検査差して・剛

の成就値㌃ど・を算出レ、能力に比べて学力が’一劣っている

かと’うかを；夫＾多子がIかリ とする こと毛 ラ く行わ4し、 ご

．．ら、には生年苧二導岬1＾9牲1り下鮒1’’α．1今叶テス1．も

           …・一一18・一
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よ．く用いられていま．す．。こうい」ラ＜’’あいて’’ご’ざ’い．ます4

そい．、こ・れが下火1こケフていくIというふうには二紅と・・、辛考

えまヤん。やはり、よいテス＝卜外’と一んと‘■∠作成されると

と毛に、遣1ηな刊同湾を考えさことが’穴τ刀ドと鳥・います。

 τ（ぴ・トぴ・了メリカ．へ1参りまレて、テスIト勿矛リ珊枇1兄も

見て一いますが・、大、規模’ﾉI ??ｳI 齒¥います’わ。I丈掌ら人

言式など・1で毛、ほとんど・1雨中とテストて∴テ夫ハていますI。 高

夜て．’はS A T （∫cトσ◎ユ’パ戸れt〃e Test）と、 てれに

恥’統＾レて行1ACT（A附i・舳C・11・身・T・・t）
て“ ｷ．I日本≒孟っIて、標率テス’ gは大学進学（力＼さを本屋

フています。．．．それア～けにチ株トら毛真食りに取リ綱んで‘一い

ます。

 同時に一、先はと．Iおフレやったよラなプロジェクティブ“

・テクニツ7とカ’、あるいは、心理療法的な忘妹て’使わ

れる毛のが’非常に発達，しています。月本て1は㌃ク・なが市

民本屋が’イ寺られ章一せんて’’、プロジェフテfフ‘’・テ7こツ7

て’ Pフ巧7リニン7をつ＜・フて自営、自ラ舌してい＜とい

ラ（はむず’がしいんて’，すけナじと毛、アメリカあ†＝リて’は

それが・可能に㌃っていますね。大体日本はアメリカがら

検範をとりまして、後夏追ってい／一といラ、よう．ケ傾向て川

すがら、ドん†～んそうなフていく勿て．Iはないがヶと予測

されます。

 それから、私、入試問題な’ど・七文部省令ら東京都、神
奈1ソ＝県㌃と・1て・いろいう手がけてきまし／・けれども、日本

．の入試もいまのような形でIは㌃くして、もフと早素（商

梓で’・力とす・・阿国もテストをヤー1・鰭累が・豊抜資料

になるような方向て’’改善すべ・’きだと思一いますね．竜ラ1

っ．は、．い々ゆ」るキャリ了・．工一デ’ ?Pーシ亨ソ．、、．日本て’’、．しニ

            ユ9．一一   ・ 」 ∵’’㌻二
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Iう進路指導て’’、すけれどj毛、日本一（進路指導というと、ほ

．どんど中一 bﾄ・1は、I r勿学校へ入れる．占・、ど二へ行がやる

カ＼ヒドラ割付I `r二いな名 のだげでさ冬おフ てい；ま．す． と こ

うが7メリカて・は、私・桝1ち． ﾑ通学しています㍗、中
学ヵ・らキャリ了・．上デュヶ一…。ヨ7というのは必修科目

の中に入ってお／れて、讃えず“手1細能力適但につ．い

て（着見累こ言己辞を と フ 仁ソ、 テス トも亭豪リニ星しで∵乍丁勿づ士

李に向く†三Iううが、ど’う才盲導しrてらよいウ・につ！一・て資料

をとっています。てれら墓考えると、テスト（役．割りは

今後ますます〉・えて．いくだろラと思フているわけて”す。

西早ほかの職業適・／土とが、そういう検＝査はこれからビ’

んど・ん盛んにゲブていくんて・しょうが。

鈴木 そう思いますね。いま、産業界ケと．．で新社員採弔

に当たって毛、合ネ土（方てI’は専門的知識をほとんビ持フ

ていない。そうすると、何が1つの子ストア三1けで．適桂や

能れ1夫めて振リ分けをしてしまう。牟まソ簡単にやら
れ弐して、これで．’はテスト伎用が1がえって弊害茎生むと

さえ思われます。もっと七フと心理学老も考力して、多

くの領域にわτてって精度（高いテストを開発し㌃ければ1

なら㌃い。これは産業界4ためにも徴百早のためにも、
一テストを石可究1 ｵ、ているわれわれに課せられブ・大きな課題
了～と思います。

西平 どラもありが’とうこ．’さ’一いましト。

20一
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       鈴末 清氏一路歴’

 ／906年、 静．岡県1こ生1まナしる。

 ／936年、東京文王星希大、学心理学科卒。I同．文学

肋子、東京高寺師範学校教授、王・川大学放授、

横浜国立文学数旋、東京彦之育大学考之才受、東京女

チ体育大学長歴任。

  この間、学会1舌動としては、一日本学術会議会

員、日本心理学会常任理奈、会長、日本応用心

王星学会常任理事、会長等．政府等委員一ξしては、

文音下劣 教育課程審議会、敢秤用図書蕃残余、．
    ユ    ，会、保健体育審議会、道徳指導賀粁委

員会、生徒才言専委員会等（委頁ヤ委員表、ラ麦務

省、法制審議会ケ年法邦会委員、東京都立高技

入学名豊坂研究協議会会長、神奈川県立高校入
学者星才女朋究協議会会長、後期中等放百問題研

究協議会会長、｛まか。

 正見在、東京教育一文学名誉教授、（財）固守教育

、研究所表、（財）［ハタノファ三／一不クー．ル理．享．

1表、、文部育I教育研究開発I会議産’ ｷ、」_奈）汗臭職I

業訓諌IR議会合禾、高校放」有向題扇宋紅議会合’一

長、一目本心王星学会名’_会員、日李応用心理学会

名誉会員、文学博士。

…21｝
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